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【公開番号】特開2017-79907(P2017-79907A)
【公開日】平成29年5月18日(2017.5.18)
【年通号数】公開・登録公報2017-018
【出願番号】特願2015-209613(P2015-209613)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ    7/02     ３２０　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月15日(2019.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態へ制御可能な遊技機であって、
　遊技者の動作を検出可能な動作検出手段と、
　未だ開始されていない可変表示に関する情報を保留記憶として記憶する保留記憶手段と
、
　前記保留記憶手段に記憶されている保留記憶に対応する保留表示を表示する保留表示手
段と、
　実行中の可変表示に対応する可変表示対応表示を表示する可変表示対応表示手段と、
　前記保留表示または前記可変表示対応表示の少なくとも一方の表示態様を、複数段階に
変化させることが可能な表示態様変化手段と、
　いずれの段階まで変化させるかを決定する態様決定手段と、
　検出有効期間内に前記動作検出手段により遊技者の動作が検出されることにもとづいて
、前記保留表示または前記可変表示対応表示の表示態様が変化することを示唆する示唆演
出を実行する示唆演出実行手段とを備え、
　前記示唆演出実行手段は、
　前記保留表示または前記可変表示対応表示の表示態様が前記態様決定手段によって決定
された段階まで変化している場合でも前記示唆演出を実行可能であり、
　複数の演出モードのうち特定の演出モードに制御されているときに前記示唆演出を実行
可能である
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　表示態様変化手段が保留表示または可変表示対応表示を変化させることを制限する変化
制限手段を備えた
　請求項１記載の遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００１】
　本発明は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態へ制御可能な遊技機に関す
る。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　（手段１）本発明による遊技機は、可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態（
例えば、大当り遊技状態）へ制御可能な遊技機であって、遊技者の動作を検出可能な動作
検出手段（例えば、プッシュセンサ１２４）と、未だ開始されていない可変表示に関する
情報を保留記憶として記憶する保留記憶手段（例えば、図２０（Ｂ）に示す第１保留記憶
バッファおよび第２保留記憶バッファ）と、保留記憶手段に記憶されている保留記憶に対
応する保留表示を表示する保留表示手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１０
０におけるステップＳ６５６Ａ，Ｓ６６８Ａ，Ｓ６６２を実行する部分）と、実行中の可
変表示に対応する可変表示対応表示（例えば、アクティブ保留表示）を表示する可変表示
対応表示手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ６６
２ａを実行する部分）と、保留表示または可変表示対応表示の少なくとも一方の表示態様
を、複数段階（例えば、「白」、「黄」、「青」、「赤」の４段階）に変化させることが
可能な表示態様変化手段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステ
ップＳ９１０を実行する部分）と、いずれの段階まで変化させるかを決定する態様決定手
段（例えば、演出制御用マイクロコンピュータ１００におけるステップＳ３５１３を実行
する部分）と、検出有効期間（例えば、有効期間）内に動作検出手段により遊技者の動作
が検出されることにもとづいて、保留表示または可変表示対応表示の表示態様が変化する
ことを示唆する示唆演出を実行する示唆演出実行手段（例えば、演出制御用マイクロコン
ピュータ１００におけるステップＳ３９０６を実行する部分）とを備え、示唆演出実行手
段は、保留表示または可変表示対応表示の表示態様が態様決定手段によって決定された段
階まで変化している場合でも示唆演出を実行可能であり（例えば、遊技者の動作を検出し
た場合に、表示態様が上限表示態様であるか否かにかかわらず（ステップＳ３９０７を行
う前に）、示唆演出を実行する（ステップＳ３９０６））、複数の演出モードのうち特定
の演出モードに制御されているときに示唆演出を実行可能であることを特徴とする。その
ような構成によれば、遊技者の期待感を維持させることができる。
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